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和泉市と池上曽根史跡公園協会は、池上曽根遺跡史跡指

定40周年・池上曽根史跡公園開園15周年記念として、

「あらたなる萌（めばえ）」を5月4日（水曜日・祝日）

午前10時から午後3時まで池上曽根史跡公園特設ステー

ジで和泉市制施行60周年記念事業の一環として開催しま

した。

午前10時から行われた記念式典では、和泉よさこい

「りょく」の演舞の後、和泉市PR大使いずみ太鼓「皷聖

泉」の演奏や、池上曽根遺跡のあらたなる萌をめざして

辻和泉市長の掛け声にあわせ関係者等が風船にメッセー

ジとひまわりの種をのせて「萌」を発信しました。

また、その他会場では市民に苗木の配布や、各種団体

による屋台ブース（焼きそばやフランクフルト等）が設

置販売され、約2,000人が来場し、大いに盛り上がりま

した。 和泉市ホームページより

平成２８年第２回和泉市議会定例会の日程

日 程 会 議 場所開会 時間

6月 3日（金曜日） 議会運営委員会 委員会室 午後1時

6月10日（金曜日） 本会議（議案審議） 議場 午前10時

6月15日（水曜日） 厚生文教委員会

・協議会 委員会室 午前10時

6月16日（木曜日） 都市環境委員会

・協議会 委員会室 午前10時

6月17日（金曜日） 総務安全委員会

・協議会 委員会室 午前10時

6月21日（火曜日） 議会運営委員会 委員会室 午後1時

6月27日（月曜日） 本会議（一般質問） 議場 午前10時

6月28日（火曜日） 本会議（一般質問） 議場 午前10時

6月29日（水曜日） 本会議（一般質問） 議場 午前10時

6月30日（木曜日） 本会議（議案審議） 議場 午前10時

各種会議
7月 1日（金曜日） 広報広聴委員会 委員会室 午後1時

注意：議事の都合により、日程及び開会時間が変更される場合もあり

ますので、詳しくは市議会事務局までお問い合わせください。

高齢者向け臨時福祉給付金

「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金の引上げの

恩恵が及びにくい低所得の高齢者を支援し、平成28

年前半の個人消費の下支えにも資するよう、低所得

の高齢者を対象に支給するものです。

支給対象者
平成27年度臨時福祉給付金の支給対象者のうち、平

成28年度中に65歳以上となる人（昭和27年4月1日

以前に生まれた人）

支給額
支給対象者1人につき3万円（1回限りの支給です。）

申請手続等
申請受付期間は、5月9日（月曜日）～8月9日（火

曜日）となっております。

対象と思われる世帯または個人に、申請書を申請受

付開始日までに送付いたします。

支給方法
ご指定の金融機関口座にお振り込みいたします。

金融機関の口座がない場合に限り、現金による支給

を希望することが出来ます。ただし、お支払いは振

込より日数を要します。

詳しくは下記にお問合せください。

臨時福祉給付金担当室 0725－99－8192（直通）
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○皆様、こんにちは！こちらは公明党でございます。

４月１４日、１６日に九州熊本県、大分県地方を襲った震度７

の大地震と連続する余震によりまして、お亡くなりになった方々

のご冥福をお祈り申し上げるとともに、被災された皆様に心か

らお見舞いを申し上げます。

さて5月3日は69回目の「憲法記念日」です。本日は、憲法に関

する公明党の考え方を中心にお話をさせて頂きます。

〇公明党は、日本国憲法の三原則である「国民主権」「恒久平和主義」「基本的人権の尊重」を、人類の英

知ともいうべき、永久に守らなければならない普遍の原理であると考え、この精神を具現化した社会を構築

すべく、日々奔走しております。

〇基本的人権の尊重は、日本国民のみならず、世界中の人たちの個人の尊厳に結び付いていかなければなり

ません。公明党は、その象徴として「人間の安全保障」の実現をうたってきました。国家間の安全保障は、

根本をたどれば、各国の国民、地球に生を営む人たちに対する「人間の安全保障」を全うするための国家間

の仕組みといえます。その実現には、貧困、紛争、テロ、自然災害、感染症、気候変動などにも立ち向かう

取組みが重要です。世界の国々が国連憲章の精神に基づいて、力を合わせ「人間の安全保障」を実現してい

く。これこそが憲法の精神にかなうものだと考えます。

〇また、恒久平和主義の理念に基づき、不断の外交努力と相まって、日本を守るための制度や国際社会の平

和と安定を保つための制度などを隙間なく整備したのが、昨年成立した「平和安全法制」です。専守防衛に

徹する、非核三原則を守る、軍事大国にならないという戦後日本の安全保障の基本理念は全く変わりません。

「武力の行使」は、憲法9条の下、あくまで日本を守る「自国防衛」に限定されています。公明党は平和の

党だからこそ、憲法９条の下で許される自衛の措置の限界を明らかにした「新３要件」などで、厳格な「歯

止め」をかけました。

〇人類の生存、人権を脅かす核兵器の廃絶に向けて、公明党は、各国の指導者らに被爆地の訪問を提案して

きました。先月11日、米国のケリー国務長官をはじめ先進7か国（G7）の外相がそろって広島の原爆ドーム

に訪れたことは画期的な出来事でした。唯一の戦争被爆国としての日本の使命を果たすべく、公明党は先頭

に立って核廃絶の取組みを推進してまいります。

〇この夏の参院選より、公明党が訴え続けてきた「18歳選挙権」が実現します。これに伴い、憲法改正にお

ける「国民投票」の投票権年齢も「18歳以上」に引き下げられ、わが国の将来を担う若い人たちの意見がこ

れまで以上に反映される仕組みが整いました。

〇憲法改正について「護憲」か「改憲」か、二者択一で単純に立て分けようとする人たちがいます。これは

時代遅れの古い考えです。公明党は、現憲法は優れた憲法であり、平和・人権・民主の憲法三原則を堅持し

つつ、時代の変化、時代の要請に伴って提起される新たな理念や条文を加え補強していく「加憲」、これが

最も現実的で妥当な手法であると考えています。

◯この加憲の内容をどうするのか。これはとりもなおさず、これからの日本をどういう国にするのかに直結

する問題です。憲法は「国のかたち」を定める最高規範です。だからこそ、国民の代表である国会議員が、

憲法の何を守り、何を改正するのか、議論を尽くし、合意形成を図り、国民の皆様とともに成熟した憲法論

議を進めていくことが大切であると考えています。

〇憲法記念日にあたり、公明党は、憲法の精神を国民の皆様の生活の隅々にまで定着させるべく、全力を尽

くすことをお誓い申し上げます。


